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	会議名
	平成27年度

第15回　介護・医療連携推進会議
	記録者
	
	

	日時・場所
	日時：自27年12月28日9時30分

　　　自27年12月28日11時30分

場所：ロング・ライフ会議室
	会議出席者
	蓬田隆子氏　　　　森所長

菅野美江子氏　　　佐久間晴子

伊東五十子氏　　　伊藤貞敏氏

丹野亜紀子　　　　本田圭子
	

	議　題
	１、あいさつ

２、平成27年度　10～12月の反省・今後の予定

３、自己評価について　　４、その他
	

	会　議　（ 打 ち 合 わ せ ）内  容
	１、あいさつ

　所長より…

　

２、平成27年度10～12月の反省、今後の予定など

丹野より…

３、自己評価について

　本田より…事業所での評価について、資料とスライドを用いて説明。

　蓬田氏…項目番号7について、具体的に連携推進会議の内容をサービスの提供等に適切に反映させている事例があれば教えてほしい。

　丹野…会議の中でテレビ電話の機械の件でお話頂いてからは、外部の会議など様々な場に持参するようにしている。

　

　所長…項目番号9、10について。松川安心安全ネットワーク委員会での徘徊模擬訓練にも職員が参加しているので、その事も災害対応や緊急時の対応にいかされているのではないか。今後も出来る限り職員も参加してはどうか。

　

　所長…項目14について、「未来志向型」とは、心身レベルが急激に低下してから定期巡回に移行するのではなく早い段階で定期巡回に移行し、心身ともに元気に在宅生活を継続するような考え方。今後も各居宅へ、そのような目的の移行を進めていくことが大切。

　

　蓬田氏…項目28について　職員間で回覧するだけではなく、玄関などに設置して誰でも閲覧できるようにするなどより多くの方に見て頂けるような工夫が必要。

丹野より…今後は、ロングライフのホームページへの掲載と共に、施設玄関へ　の設置を実施したい。
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第２１回　介護・医療連携推進会議　記録



平成2９年6月2６日
9時30分～11時30分

場所：ロング・ライフ会議室
会議出席者


Ａ氏（当該事業に知見を有する者）　　　　

Ｂ氏（地域住民）

Ｃ氏（利用者家族）　※都合つかず欠席　　

Ｄ氏（民生委員）

Ｅ氏（松川地域包括）

Ｆ氏（やまなみ訪問看護）※都合つかず欠席

Ｇ氏（ロング訪問看護）
森所長・丹野管理者・本田介護員（ロングライフ２４時間訪問介護看護事業所）

会　議　内  容

１、あいさつ

所長より…定期巡回サービス事業所は、必要性が高いにも関わらず現在全国で６００事業所の展開にとどまっている。医師会等からは、定期巡回サービスの必要性を疑問視する声も上がっているが、今後も当事業所は地域包括ケアシステムの一端を担っていきたい。9月14日には厚生労働省老健局の加藤様をお招きして実践報告会を開催予定。また、10月には福島県主催の健康生き生きフェスティバルに定期巡回サービスのブースの出展依頼もある。当事業所の取り組みを含め、定期巡回サービスの普及啓発も引き続き実施していく。
２、Q＆A作成について

本田より…作成の経緯や個別出張説明会の実施状況について説明。

利用者人数減少しており、FAX送付だけでなく直接アポとり、呼びかけ行うことも検討している旨報告する。

森所長より…対応範囲の地域割りや、看取りも行っていること、モデル事業から取り組んでいることなどを追記してはどうか。また、訪問看護の随時訪問が少ないことを数値的な側面から記載し、自費のサービスの料金内容表などを参考資料として添付してはどうか。

Ａ氏…現場の立場からのＱ＆Ａの作成はリスク管理になる。ヘルパーだけでは看取りはできないので、医療体制の確保などが必要だという条件等追記してはどうか。

Ｂ氏…利用者の立場から見れば、ヘルパーさんは何でもしてくれるイメージがあり、決まり上いけない事でも断られると、がっかりする。だから事前にこういう資料があるといいと思う。

Ｅ氏…利用者様も世代交代で、サービス利用に対する意識も変わってきている。説明した証拠として残るので、Ｑ＆Ａの作成は有効だと思う。

丹野…いただいたご意見をもとに改善を重ね、よりよいものにしていきたい。
次回：平成2９年9月25日（月）9：30～　
